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データに潜む情報を恣意性なく抽出する、データ駆動科学

(Data-driven science)を行っています。これらの多様な

分野における諸問題の本質的な部分を数理問題に抽象化す

ることで、それらの分野に共通した部分と、特徴的な部分

とに分け、データ解析の目的に応じたデータ解析を行って

います。これによってデータ駆動科学の推進を深化させる

だけでなく、それらに共通した問題の解決によりデータ駆

動科学の新たな展開が期待できます。例えば、先日報道さ

れたブラックホールの直接撮像を可能にした電波干渉計に

よる天体観測、MRIによる医用画像処理、NMRによる構造解

析といった異なる分野の計測も、フーリエ変換やウェーブ

レット変換がその共通した数理として中心的な役割を担い

ます。このことから、各分野における欠損データ／解析の

高速化といった問題が、共通した数理基盤(基底)を通して

理解され、知識移転が促進しています。

このような画像処理やデータに潜む本質的な情報(ルー

ル)の抽出において、重要な説明変数は少ない(スパース)

であることを事前知識として用いたスパースモデリングが

必須のキーテクノロジーとなっており、五十嵐はスパース

モデリングによるデータ駆動科学の展開を中心テーマにし

て研究しています。

具体的には、これまで実験科学とデータサイエンスの融

合による材料開発の促進を目指したマテリアルズ・イン

フォマティクスを中心に研究を行ってきました。これによ

り，ナノ材料の高効率合成やリチウムイオン電池における

有機負極の材料探索に展開した研究を行っています。こう

した手法により、電池、触媒、センサーなどの多様な応用

での研究開発を加速すると同時に、実験科学者もマテリア

ルズ・インフォマティクスを積極的に活用することで実験

をより高効率に進められることを示しています。

●複数の計測データの統合や計算と実験の融合による、先進的なマテリアルズ・インフォマティクス構築

●防災科学や材料科学への展開に向けた複数階層における情報統合のための基盤技術構築
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●データ駆動科学による自然科学データの潜在情報抽出
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